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第
３
回
テ
ー
マ

講　
師

剣
聖
・
上
泉
伊
勢
守

上
毛
新
聞
社
・
宮
川
勉
さ
ん

　前橋市の歴史文化遺産を
活用した地域づくりの担い手
となる「前橋学市民学芸員」
養成講座（第１期）を11月ま
で開催中。このコーナーで
は、既に開催された講座内容
の一部を紹介します。第２期
は来年１月に開校予定。詳細
は決まり次第お知らせします。

問い合わせは
文化国際課  ☎027-898-6992

　

文
化
講
演
会
「
日
本
製
糸
業
の
先
覚
速

水
堅
曹
を
語
る
」を
開
催
し
ま
す
。日
本
で

最
初
の
洋
式
器
械
製
糸
場
で
あ
る
藩
営
前

橋
製
糸
所
創
業
の
中
心
を
担
っ
た
、
前
橋

藩
士
・
速
水
堅
曹
。
そ
の
技
術
を
各
地
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
官
営
富
岡
製
糸
場
所

長
を
歴
任
し
ま
し
た
。
昨
年
は
速
水
堅
曹

没
後
１
０
０
年
。こ
と
し
６
月
に
は
「
富
岡

製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、速
水
の
功

績
を
顕
彰
し
、
前
橋
が
日
本
の
製
糸
業
に

果
た
し
た
役
割
を
広
く
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
30
日
㈯
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
群
馬
会
館
（
大
手
町
二
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
２
０
０
人

内
容
＝
〈
第
１
部
〉
東
京
大
名
誉
教
授
・

石
井
寛
治
さ
ん
が
「
藩
営
前
橋
製
糸
所
と

速
水
堅
曹
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
〈
第
２
部
〉

速
水
家
子
孫
で
富
岡
製
糸
場
世
界
遺
産
伝

道
師
・
速
水
美
智
子
さ
ん
、
東
京
外
国
語

大
名
誉
教
授
・
内
海
孝
さ
ん
、
東
京
大
名

誉
教
授
・
石
井
寛
治
さ
ん
、
市
歴
史
文
化

遺
産
活
用
室
長
・
手
島
仁
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
実
施

申
し
込
み
＝
８
月
26
日
㈫
ま
で
に
文
化
国

際
課
へ

問
い
合
わ
せ
は
　
文
化
国
際
課　
☎
０
２
７

−

８
９
８

−

６
９
９
２

速は

や

み水
堅け

ん

そ

う曹
と
前
橋
の
製
糸
業
を
知
る

日
本
の
製
糸
業
近
代
化
の
立
役
者

Q.文
ふみ

はどんな性格の女性だったの？
A.文には、兄２人と弟１人、そして千
代、寿

ひさ

、艶
つや

の３人の姉がいました。姉の
艶は早くに亡くなりましたので、文は３
姉妹の一番下の妹として育ちました。そ
のような環境で育ったからか、兄の吉田
松陰や松下村塾の塾生などからかわい
がられる優しい雰囲気の女性だったそ
うです。また、最初の夫である久

く さ か

坂玄
げんずい

瑞
の手紙を亡くなった後も大事に取って
いたというエピソードがあり、文が情熱
的に人を愛する女性でもあったことが
伺えます。その手紙は、「涙

るいしゅうちょう

袖帖」と呼
ばれています。

あなたの疑問に答えます！

「花燃ゆ」放映決定記念企
画

　このコーナーでは、「花燃ゆ」に関す
る皆さんの疑問に答えます。

　
戦
国
時
代
に
「
剣
聖
」
と
呼
ば
れ
、
新

陰
流
を
創
始
し
た
上
泉
伊
勢
守
。
１
５
０

８
年
、
上
泉
城
主
・
武
蔵
守
義
綱
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
児
期
よ
り
兵

法
・
兵
術
を
祖
父
や
父
か
ら
学
ぶ
。
13
歳

の
と
き
に
鹿
島
（
茨
城
県
）
に
行
き
、
松

本
備
前
守
に
入
門
し
ま
し
た
。
帰
郷
後
、

熱
心
に
学
ん
だ
陰
流
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
流

派
の
長
所
を
加
え
る
な
ど
創
意
工
夫
し
、

新
陰
流
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
上
州
の
地
は
北
条
、
上
杉
の
主

戦
場
と
な
っ
た
ば
か
り
か
、
武
田
の
脅
威

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
箕
輪
城
主
・
長
野

氏
は
数
度
に
及
ぶ
武
田
勢
の
侵
攻
に
よ
り

滅
亡
。
こ
の
攻
防
に
長
野
氏
側
で
戦
っ
て

い
た
伊
勢
守
の
武
勇
を
知
っ
た
武
田
信
玄

は
再
三
に
わ
た
り
伊
勢
守
に
招
請
し
ま
し

た
。
し
か
し
伊
勢
守
は
断
り
、
新
陰
流
兵

法
を
さ
ら
に
広
め
る
た
め
の
旅
に
出
ま
し

た
。
こ
の
と
き
伊
勢
守
は
55
〜
56
歳
の
こ

ろ
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
５
６
４
年
、
伊
勢
守
は
将
軍
・
足
利

義
輝
の
前
で
上
覧
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

新
陰
流
兵
法
の
素
晴
ら
し
さ
を
目
の
当
た

り
に
し
た
義
輝
は
、「
上
泉
ノ
兵
法
ハ
古
今

ニ
比
類
ナ
ク
天
下
一
ト
イ
ウ
ベ
シ
」
と
最

大
級
の
賛
辞
を
込
め
た
感
状
を
贈
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
１
５
７
０
年
に
は
正お

お
ぎ
ま
ち

親
町
天
皇

の
御
前
で
新
陰
流
の
演
武
を
行
い
ま
し
た
。

一
介
の
兵
法
者
が
御
前
で
兵
法
を
披
露
す

る
こ
と
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
伊

勢
守
は
間
も
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
位
、
従じ

ゅ

五ご

い

げ
位
下
か
ら
従
四
位
下
へ
一
気
に
４
ラ
ン

ク
上
が
り
ま
し
た
。
同
時
期
に
織
田
信
長
、

足
利
義
輝
が
従
四
位
下
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
い
か
に
伊
勢
守
の
剣
技
と
人

間
性
が
優
れ
て
い
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
衛
生
検
査
課　
☎
０
２
７

−

２
２
０

−

５
７
７
８

■
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
の
６
つ
の

ポ
イ
ン
ト

① 

食
品
の
購
入

◦
消
費
期
限
な
ど
の
表
示
を
チ
ェ
ッ
ク

◦
肉
や
魚
は
分
け
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る

◦
寄
り
道
し
な
い
で
真
っ
す
ぐ
帰
る

② 

食
品
の
保
存

◦
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
へ

◦
肉
や
魚
は
汁
漏
れ
し
な
い
よ
う
に

◦
冷
蔵
庫
は
詰
め
込
み
す
ぎ
ず
に
ス
ペ
ー

ス
の
７
割
程
度
に

◦
冷
蔵
庫
は
10
度
以
下
に

◦
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
15
度
以
下
に

③ 

下
準
備

◦
調
理
中
は
小
ま
め
に
手
を
洗
う

◦
野
菜
も
よ
く
洗
う

◦
包
丁
や
ま
な
板
で
肉
や
魚
を
切
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
洗
剤
で
洗
っ
て
熱
湯
消
毒

◦
生
肉
や
魚
は
生
で
食
べ
る
物
か
ら
離
す

◦
食
品
の
解
凍
は
冷
蔵
庫
で

◦
タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
は
清
潔
に

◦
調
理
器
具
は
定
期
的
に
殺
菌
消
毒

④ 

調
理

◦
作
業
前
に
手
を
洗
う

◦
加
熱
は
中
ま
で
十
分
に

◦
調
理
を
途
中
で
止
め
た
ら
、
食
品
は
冷

蔵
庫
へ

⑤ 

食
事

◦
食
事
の
前
に
手
を
洗
う

◦
長
時
間
室
温
保
存
し
な
い

◦
食
器
具
は
清
潔
な
も
の
を
使
う

⑥ 

残
っ
た
食
品

◦
小
分
け
し
、
ふ
た
付
き
容
器
に
入
れ
る

か
ラ
ッ
プ
を
し
て
冷
蔵
庫
へ

◦
時
間
が
経
ち
す
ぎ
て
い
た
ら
思
い
切
っ

て
捨
て
る

◦
残
り
物
を
食
べ
る
と
き
は
十
分
に
再
加
熱

８
月
は
食
品
衛
生
月
間

基
本
を
守
っ
て
食
中
毒
を
防
ご
う

　
夏
は
気
温
が
高
く
な
り
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。
食
中
毒

予
防
の
３
原
則
を
守
り
、
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●十分に火を通す

食中毒予防の３原則

●手や食品、調理器具を洗う

●すぐに冷蔵庫へ入れる

●ふたやラップで覆って保存する

●できるだけ早く食べる

●調理器具は定期的に消毒する　

菌をつけない

菌を増やさない

菌をやっつける

その
１

その
2

その
3
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